
生活支援サポーター
養成講座�受講生募集

市消費生活学習会
小学生向け「みるく教室」

はじめてのスマホ体験講座
9月受講生募集

市民ワークショップ
文化財でつなぐ、守山�～これから
の文化財の保存と活用を考える～

　高齢者の生活に関わる家事支援を行う「生活支援
サポーター」養成講座の受講生を募集します。修了後
は、介護福祉士やホームヘルパーなどの資格がなく
ても、市が指定する訪問型サービス事業所で就労し、
高齢者の生活援助サービスを行うことができます。
時・連�９月６日（火）、８日（木）、１３日（火）、１５日（木）、

2１日（水）午前９時１５分～午後0時１５分　
　　　※３時間まで補講対応可
所�市立図書館�活動室
対�下記のすべてを満たす人
　・��市内在住の１８歳以上
　・��修了後、生活援助サービスを提供する市指定の
訪問型サービス事業所への就労を希望する人

定�１0人（最少開講人数2人）
￥�無料
申�８月2６日（金）までに電話、ファクスまたは直接、
下記へ申し込み。

他�家事支援は身体介護を必要としないものに限り
ます。令和５年１月にも同内容で開講
します。詳しくは、市ホームページ
をご覧ください。

　スライドを使ったクイズなど、好奇心を刺激しな
がらたくさんの知識を学ぶことができます。ぜひご
参加ください。
時�８月１８日（木）午前１0時３0分～正午
所�市民交流センター�研修室
テーマ　健やかな成長に欠かせない「牛乳」
講�株式会社明治�栄養士
対�小学生（保護者同伴要）
定�３0人
￥無料
申�８月１５日（月）までに氏名（保護者含む）、住所、電
話番号を電話またはファクスで下記へ申し込み。

　スマホを使ってみたいけれど「むずかしそう」と、
ためらっている人に向けて、初心者向けの体験講座
を開催します。貸し出し用のスマートフォンを使っ
て「スマホ体験」をしてみませんか。

　本市では昨年度、市内文化財を総合的・一体的に
保存・活用していくことを定めた「守山市文化財保
存活用地域計画」を策定しました。本計画では、着
実に次世代へ文化財を保護継承するとともに、地域
活性化やまちづくり、観光などに文化財を活

い

かして
いくことも推進しており、今後いかに保存・活用し
ていくかを話し合う場として、ワークショップを開
催します。
時�９月３日（土）午後１時３0分～4時３0分
所�エルセンター�大会議室
内�第1部　�基調講演「新たな文化財の保存と活用」
　講�井

いの

上
うえ

�ひろ美
み

さん（文化遺産プランニング代表、
市文化財保護審議会委員）

　第2部　ワークショップ「文化財でつなぐ、守山」
　コーディネーター　�舟

ふな

橋
ばし

�和
かず

夫
お

さん（市文化財保護
審議会�会長）、井上ひろ美さん

定�３0人
申���氏名、住所、連絡先を電話、ファクスまたはメー
ルで下記へ申し込み。

問長寿政策課
　 （584）5474　 （581）0203

問市消費生活センター（生活支援相談課内）
　 （582）1146　 （582）1138

問社会教育・文化振興課
　 ・有（582）1142　 （581）2733

問�文化財保護課
　 （582）1156　 （582）9441
　 bunkazai@city.moriyama.lg.jp

ホームページ

時�午後１時３0分～３時３0分
内�電源の入れ方、切り方、主なボタン操作、電話の
かけ方、カメラの使い方　など

対�市内在住で、スマホをさわったことがない人や、
使い始めて間もない人（成人対象）

定�各１0～１５人
￥�無料
持�筆記用具、飲み物

開催日 場所・申込先
9月１日（木）

小津公民館　 ・有（585）3366
9月20日（火）

9月6日（火）
河西公民館　 ・有（583）2792

9月7日（水）
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時日時　所場所　内内容　講講師　出出演　対対象　定定員（特記のないものは先着順）￥費用
連連続で参加が必要　持持ち物　申申込方法　他その他　問問い合わせ　有有線電話


